
Ⅴ 資料 

 

１ 看護師のクリニカルラダーについて 

1) 看護師のクリニカルラダーの活用について 

兵庫県新卒看護師育成プログラムでは、日本看護協会「看護師のクリニカルラダー」を活用することとして

おり、「看護師のクリニカルラダー（日本看護協会版）」活用のための手引きを参照すること。 

 

2) 看護師のクリニカルラダーについて 

平成 14 年のジェネラリストの標準クリニカルラダーで示されていた看護師の臨床能力の 3 つのうち、「看護

実践能力」の項目を「看護の核となる実践能力」として 4 つの力と５つの習熟段階で提示している。 

 

 

 

3) 看護実践能力の核となる 4 つの力 
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4) レベルⅠからⅤの 5 つの習熟段階 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 

基本的な看

護手順に従

い。必要に

応じ助言を

得て看護を

実践する 

標準的な看

護計画に基

づき自立して

看護を実践

する 

 

ケ ア の受け

手に合う個

別的な看護

を実践する 

幅広い視野

で予測的判

断を持ち看

護を実践す

る 

 

より複雑な状

況に於いて、ケ

アの受け手にと

っての最適な

手段を選択し

ＱＯＬを高める

ための看護を

実践する 

 

 

 

 

 

●段階設定は能力の習熟段階を示すため、経験年数別では捉えないこととし、各レベルに置いての経験年

数の目安は示していない。 

 

5) ＪＮＡラダーが目指す将来像のイメージ 
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多彩な人材を
教育する現状 

地域医療・在
宅看護への展
開を図る時代 

 看護師の教育背景や
働く場の違い 

 社会人経験のある新
人看護職員の増加 

 中途採用者入職の増
加等 

 ブルームの教育目標分類学 
 ベナー看護論 
 施設で作成されたクリニカルラダー 

様々な施設や場において、標準的な指標として「看護師のクリニカルラダー」の導入・活用をすす

めることにより、疾病の発症や重症化予防から急性期・慢性期・在宅療養に至るすべての健康

段階で、切れ目ない看護の提供につながる。 

 


